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　　　　　　　　内容

1. 強震波形のインバージョンによるスラブ内地震の
　 震源過程の推定
　　・2000年三重県中部地震（Mw = 5.5）の震源過程
　　・2001年芸予地震（Mw = 6.8）の震源過程

2. 破壊のdirectivityと強震波形の複雑さの関係
　　・数値シミュレーションによる考察
　　・2001年芸予地震（Mw = 6.8）の観測波形



2000年三重県中部地震（Mw = 5.5）の解析

1. 本震の観測波形：MIE014で明瞭な2発のパルス

2. 強震波形のインバージョン（multiple time window analysis ）に
よる震源過程の推定









2000年三重県中部地震（Mw = 5.5）の
解析のまとめ

M5クラスの地震であるが震源過程は複雑
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2001年芸予地震（Mw = 6.8）の解析

1. 2枚の断層面を仮定したmultiple time window analysis

2. フィリピン海スラブの速度構造との比較











2001年芸予地震（Mw = 6.8）の解析

1. 2枚の断層面を仮定したmultiple time window analysis

2. フィリピン海スラブの速度構造との比較





海洋性地殻と
海洋性マントルの
境界





2001年芸予地震（Mw = 6.8）の解析のまとめ

1. 震源過程は複雑

2. 破壊はスラブマントルとスラブの海洋性地殻の両方に及ん
でいる



　　　　　　　　内容

1. 強震波形のインバージョンによるスラブ内地震の
　 震源過程の推定
　　・2000年三重県中部地震（Mw = 5.5）の震源過程
　　・2001年芸予地震（Mw = 6.8）の震源過程

2. 破壊のdirectivityと強震波形の複雑さの関係
　　・数値シミュレーションによる考察
　　・2001年芸予地震（Mw = 6.8）の観測波形



筧（2000）より



破壊のdirectivityと強震波形の複雑さの関係
－ 数値シミュレーションによる考察 －

・forwardに位置する観測点
　　震源からの波が短時間に観測点に届くため，震源過程の細か
な複雑さが波形上に現れにくい

・backwardに位置する観測点
　　震源からの波が間延びして観測点に届くため，震源過程の細
かな複雑さが波形上に現れやすいforward観測点

　　　↑
　詳細な震源過程を知るためにはbackward観測点が重要
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破壊のdirectivityと強震波形の複雑さの関係
－ 2001年芸予地震の観測波形を例に －

・数値シミュレーションから予測されるforward観測点とbackward観
測点の波形の特徴を，実際の観測波形でも確認。

・point sourceで近似できる余震の波形と比較することにより，
backward観測点の複雑さが速度構造（のみ）によるものではなく，
震源過程を反映したものであることを確認。

・詳細な震源過程を知るために，backward観測点をうまく活用して
いくことが今後の課題。
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